
(57)【要約】
【課題】　ホワイトアスパラガス等の周年安定生産方法を提供する。
【解決手段】　ホワイトアスパラガスに代表される軟白野菜類を周年安定して生産する方
法であって、（１）軟白野菜類の株を所定の箱体容器に収容する、（２）上記株を所定の
温度及び暗闇条件の栽培施設内に伏せ込み、軟白野菜類を萌芽させる、（３）上記株を伏
せ込む時期を調節することにより、栽培施設における萌芽状況を制御する、（４）上記（
１）～（３）により、周年安定した軟白野菜類の萌芽を実現する、ことからなる軟白野菜
類の生産方法、上記栽培施設が、所定の温度及び暗闇条件を有する施設である上記方法、
及び上記方法で萌芽させたホワイトアスパラガスを所定の萌芽周期に合わせて収穫し、出
荷することからなるホワイトアスパラガスの収穫・出荷方法。
【選択図】　　　　なし
 
 

10

JP 2004-201680 A 2004.7.22



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス に 代 表 さ れ る 軟 白 野 菜 類 を 周 年 安 定 し て 生 産 す る 方 法 で あ っ て 、
（ １ ） 軟 白 野 菜 類 の 株 を 所 定 の 箱 体 容 器 に 収 容 す る 、
（ ２ ） 上 記 株 を 、 所 定 の 温 度 及 び 暗 闇 条 件 の 栽 培 施 設 内 に 伏 せ 込 み 、 軟 白 野 菜 類 を 萌 芽 さ
せ る 、
（ ３ ） 上 記 株 を 伏 せ 込 む 時 期 を 調 節 す る こ と に よ り 、 栽 培 施 設 に お け る 萌 芽 状 況 を 制 御 す
る 、
（ ４ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） に よ り 、 周 年 安 定 し た 軟 白 野 菜 類 の 萌 芽 を 実 現 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 軟 白 野 菜 類 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 軟 白 野 菜 類 が 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス で あ り 、 ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 を
、 所 定 の 箱 体 容 器 に 収 容 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 栽 培 施 設 が 、 所 定 の 温 度 及 び 暗 闇 条 件 を 有 す る 施 設 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 生 産
方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 箱 体 容 器 と し て 、 一 定 の 容 積 を 有 す る 複 数 の コ ン テ ナ を 使 用 す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載
の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 の 表 面 を 、 キ ノ コ 栽 培 廃 棄 物 又 は 該 廃 棄 物 を 含 む 土 で 覆 い 、 株 か
ら の 萌 芽 に 重 量 を 掛 け る 請 求 項 ２ に 記 載 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 温 度 １ ６ ℃ 前 後 及 び 湿 度 ９ ０ ％ 前 後 の 気 相 中 で ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 萌 芽 さ せ る 請 求
項 ２ に 記 載 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 異 な る 萌 芽 周 期 を 有 す る 複 数 の 株 を 所 定 の ロ ー テ ー シ ョ ン で 組 み 合 わ せ て 伏 せ 込 む こ と
に よ り 、 所 定 の 周 期 で 連 続 的 に ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 萌 芽 さ せ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 生 産
方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 が 、 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及
び ／ 又 は 廃 株 で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ２ か ら ８ の い ず れ か に 記 載 の 生 産 方 法 で 萌 芽 さ せ た ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 所 定
の 萌 芽 周 期 に 合 わ せ て 収 穫 し 、 出 荷 す る こ と を 特 徴 と す る ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 収 穫 ・
出 荷 方 法 。
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス 等 の 軟 白 野 菜 類 を 年 間 を 通 じ て 安 定 し て 生 産 す る 方 法
に 関 す る も の で あ り 、 更 に 詳 し く は 、 例 え ば 、 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株
及 び ／ 又 は 廃 株 を 利 用 し 、 こ れ を コ ン テ ナ に 入 れ て 所 定 の 栽 培 施 設 内 に 伏 せ 込 む こ と に よ
り 、 従 来 、 国 内 生 産 品 の 出 荷 時 期 が ２ ～ ７ 月 に 限 ら れ て い た 生 食 用 の ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ
ス を 、 １ 年 を 通 じ て 収 穫 及 び 出 荷 す る こ と を 可 能 と す る 新 規 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 生 産
方 法 に 関 す る も の で あ る 。 本 発 明 は 、 特 に 、 露 地 物 と 比 較 し て 、 外 皮 が 軟 ら か く 、 そ の ま
ま 生 食 が 可 能 で 、 糖 度 が 高 く 、 生 食 に 好 適 な 高 品 質 の 生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 周 年
安 定 生 産 及 び 通 年 収 穫 ・ 出 荷 を 可 能 と す る 生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス 生 産 の 新 し い テ ク
ノ ロ ジ ー を 提 供 す る も の と し て 有 用 で あ る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 軟 白 野 菜 類 の 中 で も 、 ア ス パ ラ ガ ス は 、 食 用 及 び 観 賞 用 と し て 世 界 的 に 広 く 栽
培 さ れ て い る 重 要 な 作 物 で あ る 。 特 に 、 食 用 と し て 利 用 さ れ る ア ス パ ラ ガ ス （

） の 増 殖 及 び 育 種 ・ 栽 培 に 関 す る 研 究 は 活 発 に 行 わ れ
て お り 、 例 え ば 、 食 用 と し て 有 用 な 雄 株 の 増 殖 方 法 や 、 若 茎 が 太 く 、 多 収 性 の 新 品 種 の 作
出 方 法 な ど の 研 究 が 進 め ら れ て い る 。 そ こ で 、 本 発 明 に つ い て 、 以 下 、 本 発 明 が 対 象 と す
る 軟 白 野 菜 類 の う ち 、 特 に 、 ア ス パ ラ ガ ス を 代 表 的 な 例 と し て 説 明 す る こ と と す る 。 と こ
ろ で 、 ア ス パ ラ ガ ス の 原 産 地 は 、 南 ヨ ー ロ ッ パ の 地 中 海 沿 岸 あ た り か ら ベ ラ ル ー シ 、 ウ ク
ラ イ ナ 、 及 び ロ シ ア 南 部 に か け て で あ り 、 日 本 に は 江 戸 時 代 に 鑑 賞 用 と し て 伝 え ら れ た 。
こ れ が 食 用 に な っ た の は 明 治 に な っ て 北 海 道 で ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 栽 培 が 始 ま っ て か
ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 で も 、 ヨ ー ロ ッ パ 等 の 諸 外 国 で は ア ス パ ラ ガ ス と 言 え ば ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 指
す が 、 我 が 国 で は 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス が 生 産 の 主 流 と な っ て い る 。 ま た 、 日 本 で は ホ
ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス は 、 一 般 的 に 加 熱 処 理 さ れ た 瓶 詰 が 主 で あ り 、 生 食 用 は ほ と ん ど 市 場
に 出 回 ら ず 、 高 級 食 材 と し て 位 置 付 け ら れ て い る 。 現 在 、 生 食 用 の ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス
は 、 ２ 月 の 香 川 産 か ら ７ 月 の 北 海 道 産 が 国 産 で あ り 、 他 の 時 期 は 、 中 華 人 民 共 和 国 、 ペ ル
ー 等 の 外 国 産 に 頼 っ た 状 況 で あ る （ 平 成 １ ４ 年 東 京 大 田 市 場 調 べ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 に 、 ア ス パ ラ ガ ス は 、 外 国 産 と 国 産 を 比 べ る と 、 例 え ば 、 ビ タ ミ ン Ｃ 、 ミ ネ ラ ル 分
等 の 栄 養 分 は 国 産 品 が 勝 る 。 ま た 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス は 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス と 比
べ て 血 液 を サ ラ サ ラ に す る 作 用 を 有 す る サ ポ ニ ン を 多 く 含 む 。 し か し 、 生 食 用 と 瓶 詰 を 比
較 す る と 、 加 熱 に よ り 栄 養 価 が 低 下 す る 。 ま た 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス に お い て も 、 夏 後
半 に な る と 気 温 の 上 昇 に よ る 品 質 の 低 下 や 糖 度 の 低 下 が 見 ら れ る 。 従 来 、 ホ ワ イ ト ア ス パ
ラ ガ ス 等 の 軟 白 野 菜 類 の 栽 培 で は 、 遮 光 し て 栽 培 す る い わ ゆ る 軟 白 栽 培 が 行 わ れ て い る 。
遮 光 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 モ ミ ガ ラ や バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 、 あ る い は 土 や 砂 、 遮 光 フ
ィ ル ム な ど の 遮 光 材 で 新 芽 を 覆 い 、 軟 白 さ せ て 収 穫 す る 方 法 、 あ る い は 自 然 光 の と ど か な
い 地 下 室 や 穴 蔵 等 に 苗 を 配 置 し て 軟 白 栽 培 す る 方 法 、 等 が あ げ ら れ る 。 す な わ ち 、 こ れ ら
の 野 菜 類 は 、 畑 の 地 表 面 か ら 生 長 す る 植 物 体 に 光 が 当 た ら な い よ う に す る こ と が 可 能 な 遮
光 手 段 で 遮 光 す る こ と に よ り 生 産 さ れ て お り 、 そ の た め の 技 術 が 種 々 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 従 来 法 に よ る ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 栽 培 方 法 を い く つ か 説 明 す る と 、 野 菜 類
の 軟 白 栽 培 方 法 と し て 、 例 え ば 、 （ １ ） 通 気 度 １ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2  ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 の 多 孔 性 シ ー
ト か ら な り 、 遮 光 率 が ９ ５ ％ 以 上 で あ る シ ー ト で 茎 葉 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う こ と を 特 徴
と す る 野 菜 類 の 栽 培 方 法 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 が 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、 ホ ワ イ ト ア ス パ
ラ ガ ス 等 の 軟 白 野 菜 類 の 栽 培 装 置 と し て 、 例 え ば 、 （ ２ ） 芽 の 部 分 を 強 制 的 に 遮 光 性 の パ
イ プ 材 で 覆 い 、 太 陽 光 を 遮 蔽 し て 芽 を 軟 化 さ せ る よ う に し た 装 置 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 、 （
３ ） 支 柱 及 び フ レ ー ム 等 を 用 い て 構 成 し た 本 体 を 遮 光 性 フ ィ ル ム 等 で 覆 い 遮 光 空 間 を 構 成
す る よ う に し た 栽 培 装 置 （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 、 及 び （ ４ ） 発 泡 樹 脂 成 形 体 製 の 身 箱 体 と 蓋
体 と か ら な る ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 栽 培 装 置 （ 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 、 等 が 提 案 さ れ て い る
。 し か し な が ら 、 こ れ ら は 、 通 常 の 露 地 栽 培 等 を 前 提 と し て 、 そ れ に 、 上 記 特 定 の 手 段 を
組 み 合 わ せ た も の で あ り 、 基 本 的 に は 、 従 来 の 栽 培 法 の 改 良 を 目 的 と し た も の で あ る 。 例
え ば 、 上 記 （ ３ ） の 栽 培 装 置 は 、 箱 体 を 構 成 要 素 と し て い る が 、 該 箱 体 は 、 底 部 が 開 放 さ
れ て お り 、 春 、 畑 に ア ス パ ラ ガ ス の 芽 が 出 る 前 に 、 該 箱 体 を 芽 の 出 る 部 分 に 設 置 し 、 蓋 体
を 閉 じ て 、 畑 の 地 表 面 か ら 突 き 出 て 生 長 す る ア ス パ ラ ガ ス に 光 が 当 た ら な い よ う に し て 軟
白 さ せ 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 収 穫 時 に は 地 表 面 上 の 空 間 で 切 取 り 作 業 が で き る よ う に
し た こ と を 特 徴 と す る 栽 培 装 置 で あ り 、 栽 培 方 法 自 体 は 、 従 来 法 の 域 を で て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 現 在 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 栽 培 で は 、 露 地 等 の 土 の 中 で 遮 光 さ れ た
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状 態 で 生 長 さ せ 、 収 穫 す る 方 法 が と ら れ て い る た め 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス は 、 気 温 に よ
る 影 響 下 に お か れ 、 国 内 の 生 産 出 荷 時 期 が ２ ～ ７ 月 と 決 ま っ て い る 。 ま た 、 一 般 に 、 グ リ
ー ン ア ス パ ラ ガ ス に お い て も 、 「 気 温 が 低 い 時 期 に 生 長 が 緩 や か で 栄 養 分 が 温 存 さ れ 、 気
温 の 高 い 時 期 は 生 長 が 早 く 、 品 質 が 低 下 す る 」 と 指 摘 さ れ て い る 。 こ の た め 、 品 質 を 均 一
化 し た ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 栽 培 す る た め に は 、 第 一 に 、 外 気 温 の 影 響 を 排 除 し 、 温 度
管 理 及 び 湿 度 管 理 を 可 能 と す る 栽 培 施 設 が 必 要 と な る 。 ま た 、 ア ス パ ラ ガ ス の 萌 芽 に は 、
一 般 に 、 株 養 成 期 間 が 必 要 で あ る た め 、 同 一 の 株 か ら １ 年 を 通 じ て 収 穫 す る こ と は 不 可 能
で あ る 。 そ の た め に 、 当 該 技 術 分 野 に お い て は 、 年 間 を 通 じ て 、 高 品 質 の ホ ワ イ ト ア ス パ
ラ ガ ス を 安 定 し て 生 産 で き る 新 し い 生 産 技 術 の 開 発 が 要 請 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ ２ － ７ ８ ３ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － １ ７ ９ ４ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 平 ７ － １ １ １ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ５ － ３ ０ ４ ８ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 状 況 の 中 で 、 本 発 明 者 ら は 、 上 記 従 来 技 術 に 鑑 み て 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス
と 比 べ て 血 液 を サ ラ サ ラ に す る 生 理 作 用 を 有 す る サ ポ ニ ン 、 プ ロ ト デ ィ オ シ ン を 多 く 含 む
生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 、 一 年 を 通 じ て 栽 培 で き る 新 し い 生 産 技 術 を 開 発 す る こ と
を 目 標 と し て 鋭 意 研 究 を 積 み 重 ね た 結 果 、 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び
／ 又 は 廃 株 を 利 用 し 、 こ れ ら を コ ン テ ナ に 入 れ て 所 定 の 温 度 及 び 暗 闇 条 件 を 有 す る 栽 培 施
設 内 に 伏 せ 込 む 方 法 を 採 用 す る こ と に よ り 所 期 の 目 的 を 達 成 し 得 る こ と を 見 出 し 、 本 発 明
を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 栽 培 施 設 を 利 用 し て ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 周 年 安 定 し て 生 産 す
る 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 従 来 、 出 荷 時 期 が 限 ら
れ て い た 生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 年 間 を 通 し て 安 定 に 収 穫 ・ 出 荷 す る こ と を 可 能 と
す る 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 生 食 用 に 好 適 な 、 外
皮 が 軟 ら か く 、 そ の ま ま 生 食 が 可 能 で 、 糖 度 が 高 く 、 栄 養 価 が 高 い 、 高 品 質 な ホ ワ イ ト ア
ス パ ラ ガ ス を 生 育 さ せ る 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。 更 に 、 本 発 明 は 、
連 作 障 害 の な い 新 し い 栽 培 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 以 下 の 技 術 的 手 段 か ら 構 成 さ れ る 。
（ １ ） ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス に 代 表 さ れ る 軟 白 野 菜 類 を 周 年 安 定 し て 生 産 す る 方 法 で あ っ
て 、
（ ａ ） 軟 白 野 菜 類 の 株 を 所 定 の 箱 体 容 器 に 収 容 す る 、
（ ｂ ） 上 記 株 を 、 所 定 の 温 度 及 び 暗 闇 条 件 の 栽 培 施 設 内 に 伏 せ 込 み 、 軟 白 野 菜 類 を 萌 芽 さ
せ る 、
（ ｃ ） 上 記 株 を 伏 せ 込 む 時 期 を 調 節 す る こ と に よ り 、 栽 培 施 設 に お け る 萌 芽 状 況 を 制 御 す
る 、
（ ｄ ） 上 記 （ ａ ） ～ （ ｃ ） に よ り 、 周 年 安 定 し た 軟 白 野 菜 類 の 萌 芽 を 実 現 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 軟 白 野 菜 類 の 生 産 方 法 。
（ ２ ） 軟 白 野 菜 類 が 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス で あ り 、 ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃
株 を 、 所 定 の 箱 体 容 器 に 収 容 す る 前 記 （ １ ） に 記 載 の 生 産 方 法 。
（ ３ ） 栽 培 施 設 が 、 所 定 の 温 度 及 び 暗 闇 条 件 を 有 す る 施 設 で あ る 前 記 （ １ ） 又 は （ ２ ） に
記 載 の 生 産 方 法 。
（ ４ ） 箱 体 容 器 と し て 、 一 定 の 容 積 を 有 す る 複 数 の コ ン テ ナ を 使 用 す る 前 記 （ １ ） 又 は （
２ ） に 記 載 の 生 産 方 法 。
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（ ５ ） 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 の 表 面 を 、 キ ノ コ 栽 培 廃 棄 物 又 は 該 廃 棄 物 を 含 む 土 で 覆 い 、
株 か ら の 萌 芽 に 重 量 を 掛 け る 前 記 （ ２ ） に 記 載 の 生 産 方 法 。
（ ６ ） 温 度 １ ６ ℃ 前 後 及 び 湿 度 ９ ０ ％ 前 後 の 気 相 中 で ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 萌 芽 さ せ る
前 記 （ ２ ） に 記 載 の 生 産 方 法 。
（ ７ ） 異 な る 萌 芽 周 期 を 有 す る 複 数 の 株 を 所 定 の ロ ー テ ー シ ョ ン で 組 み 合 わ せ て 伏 せ 込 む
こ と に よ り 、 所 定 の 周 期 で 連 続 的 に ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 萌 芽 さ せ る 前 記 （ ２ ） に 記 載
の 生 産 方 法 。
（ ８ ） ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 が 、 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 養 成
株 及 び ／ 又 は 廃 株 で あ る 前 記 （ ２ ） に 記 載 の 生 産 方 法 。
（ ９ ） 前 記 （ ２ ） か ら （ ８ ） の い ず れ か に 記 載 の 生 産 方 法 で 萌 芽 さ せ た ホ ワ イ ト ア ス パ ラ
ガ ス を 所 定 の 萌 芽 周 期 に 合 わ せ て 収 穫 し 、 出 荷 す る こ と を 特 徴 と す る ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ
ス の 収 穫 ・ 出 荷 方 法 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 に つ い て 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 は 、 軟 白 野 菜 類 を 周 年 安 定 し て 生 産 す る 方 法 に 係 る も の で あ り 、 前 記 し た よ う に
、 例 え ば 、 ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 を 所 定 の 箱 体 容 器 に 収 容 し 、 所 定 の 温 度
及 び 暗 闇 （ 遮 光 ） 条 件 の 栽 培 施 設 内 に 伏 せ 込 み （ 設 置 し ） 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 萌 芽
さ せ 、 上 記 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 を 伏 せ 込 む （ 設 置 す る ） 時 期 を 調 節 す る こ と に よ り 栽 培
施 設 に お け る ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 萌 芽 状 況 を 制 御 し 、 こ れ ら の 工 程 に よ り 、 周 年 安 定
し た 萌 芽 を 実 現 し 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 周 年 安 定 し て 生 産 す る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 で は 、 上 記 ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 と し て 、 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア
ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 が 用 い ら れ る 。 な お 、 ウ ド 等 の 場 合 は 、 ウ ド 等 の 根 株
が 用 い ら れ る 。 ア ス パ ラ ガ ス の 廃 株 を 利 用 す る 場 合 は 、 通 常 、 露 地 栽 培 の ア ス パ ラ ガ ス が
約 １ ０ 年 で 改 植 と な り 、 そ の 廃 株 を 利 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 で は 、 上 記 養 成 株 及 び
／ 又 は 廃 株 を 所 定 の 箱 体 容 器 に 収 容 す る が 、 こ の 場 合 、 該 容 器 と し て 、 上 記 養 成 株 及 び ／
又 は 廃 株 を 収 容 で き る 上 面 開 口 箱 体 容 器 、 例 え ば 、 一 定 の 容 積 を 有 す る 複 数 の コ ン テ ナ を
使 用 す る こ と が で き 、 好 適 に は 、 例 え ば 、 ４ 年 株 程 度 の ア ス パ ラ ガ ス １ 株 （ １ ｍ 2  弱 ） を
収 容 で き る 容 量 の コ ン テ ナ が 例 示 さ れ る 。 し か し 、 こ れ ら に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 適
宜 の 容 量 及 び 形 態 の 箱 体 容 器 を 使 用 す る こ と が で き る 。 コ ン テ ナ 栽 培 に よ り 、 運 搬 及 び 格
納 の 効 率 化 、 栽 培 作 業 の 簡 便 化 、 生 育 状 況 の 適 正 な 把 握 及 び 管 理 、 収 穫 作 業 の 簡 便 化 、 歩
留 り の 向 上 等 を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 上 記 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 の 表 面 を 必 要 に よ り 土 等 で 覆 い 、 こ れ を 所 定 の 温 度 及
び 暗 闇 条 件 の 栽 培 施 設 内 に 設 置 す る 。 こ の 場 合 、 上 記 覆 土 と し て は 、 通 常 の 覆 土 と し て 用
い ら れ る あ ら ゆ る 種 類 の 材 料 を 使 用 す る こ と が で き る が 、 好 適 に は 、 例 え ば 、 キ ノ コ の 栽
培 施 設 か ら 廃 棄 物 と し て 処 分 さ れ る キ ノ コ 栽 培 廃 棄 物 、 培 養 土 （ コ ー ン コ ブ 等 ） 、 く ん 炭
、 モ ミ ガ ラ 、 及 び こ れ ら を 含 む 土 が 用 い ら れ る 。 し か し 、 こ れ ら に 制 限 さ れ る も の で は な
く 、 こ れ ら と 同 効 若 し く は 類 似 の も の で あ れ ば 同 様 に 使 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 で は
、 こ れ ら の 覆 土 を 少 な く し て 、 好 適 に は 約 数 ｃ ｍ の 厚 さ の 覆 土 を 施 す こ と で 株 か ら の 萌 芽
に 重 量 を 掛 け る こ と に よ り 、 先 端 の 尖 っ た 真 直 な 高 品 質 の ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 生 産 す
る こ と が 可 能 と な る 。 上 記 覆 土 を 施 さ な い 場 合 で も ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 生 産 は 可 能 で
あ る が 、 そ の 場 合 、 萌 芽 の 方 向 性 が 定 ま ら ず 、 曲 が り が 多 く 、 頭 部 も 丸 み が 強 く な り 、 商
品 と し て の 形 状 が 悪 く 、 品 質 及 び 価 値 が 低 下 す る 問 題 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 上 記 栽 培 施 設 と し て 、 好 適 に は 、 例 え ば 、 所 定 の 温 度 及 び 暗 闇 条 件 を 有 す
る 施 設 が 例 示 さ れ る 。 こ の 場 合 、 好 ま し い 温 度 条 件 は １ ０ ～ ３ ０ ℃ 、 よ り 好 ま し く は １ ５
～ ２ ０ ℃ で あ り 、 好 適 に は 、 例 え ば 、 温 度 １ ６ ℃ 前 後 及 び 湿 度 ９ ０ ％ 前 後 の 気 相 中 で ア ス
パ ラ ガ ス を 萌 芽 さ せ る こ と に よ り 、 外 皮 が 軟 ら か く 、 そ の ま ま 生 食 で き る ホ ワ イ ト ア ス パ
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ラ ガ ス が 得 ら れ る 。 通 常 の ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 料 理 で は 、 外 皮 を 削 ぎ 落 と す が 、 上 記
気 相 中 で 萌 芽 さ せ た 生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 利 用 す る こ と に よ り 、 外 皮 に 含 有 量 の
高 い サ ポ ニ ン の 摂 取 が 可 能 と な る 。 し か し 、 こ れ ら に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 そ れ ら と
同 効 の 施 設 、 あ る い は 、 温 度 及 び 暗 闇 条 件 、 湿 度 条 件 、 遮 光 条 件 を 所 定 の レ ベ ル に 維 持 で
き る 施 設 で あ れ ば 、 そ の 種 類 、 規 模 に か か わ ら ず 、 同 様 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 上 記 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 を 上 記 栽 培 施 設 内 に 設 置 す る （ 伏 せ 込 む ） 時 期
を 調 節 す る こ と に よ り 栽 培 施 設 に お け る ア ス パ ラ ガ ス の 萌 芽 状 況 を 制 御 す る が 、 こ れ ら の
技 術 は 、 本 発 明 者 ら の 研 究 に よ り 、 上 記 栽 培 施 設 に お け る ア ス パ ラ ガ ス の 萌 芽 状 況 に 周 期
が あ り 、 こ の 萌 芽 時 期 を 利 用 す る こ と で ア ス パ ラ ガ ス の 萌 芽 状 況 を 任 意 に 制 御 で き る こ と
が 分 か っ た こ と を 基 礎 と し て 確 立 さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 異 な る 萌 芽 周 期 を 有 す る
複 数 の 株 を 所 定 の ロ ー テ ー シ ョ ン で 組 み 合 わ せ て 設 置 す る こ と に よ り 、 限 ら れ た 圃 場 （ 栽
培 施 設 ） に お い て 、 所 定 の 周 期 で 連 続 的 に ア ス パ ラ ガ ス を 萌 芽 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
こ の 場 合 、 ロ ー テ ー シ ョ ン の 時 間 間 隔 は 、 生 産 ・ 出 荷 計 画 に 合 わ せ て 任 意 に 設 定 す れ ば 良
く 、 ロ ー テ ー シ ョ ン の 具 体 的 な 方 式 は 特 に 制 限 さ れ な い 。 本 発 明 で は 、 上 記 方 法 で 萌 芽 さ
せ た ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 所 定 の 萌 芽 周 期 に 合 わ せ て 収 穫 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り
、 年 間 を 通 じ て ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 出 荷 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 研 究 の 過 程 で 、 周 年 の 収 穫 を す る た め に 、 株 養 成 を 行 っ た 異 な る 株 に よ
る ロ ー テ ー シ ョ ン を 組 ん で 設 置 す る 方 法 を 種 々 検 討 し た 結 果 、 １ 月 か ら １ ２ 月 の 萌 芽 を 確
認 し た 。 し か し 、 施 設 内 で の ロ ー テ ー シ ョ ン を 可 能 に す る た め に は 、 従 来 の 覆 土 を し て 栽
培 す る 方 法 で は 、 膨 大 な 敷 地 面 積 及 び 施 設 容 量 を 必 要 と す る こ と と な り 、 現 実 的 で な い 。
こ の た め 、 本 発 明 で は 、 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 を 利 用
し 、 施 設 と し て 、 例 え ば 、 横 坑 （ ト ン ネ ル ） 施 設 を 利 用 す る こ と に よ り 、 覆 土 し た 中 で 栽
培 す る の と 同 じ 遮 光 条 件 と す る と と も に 、 コ ン テ ナ を 利 用 す る こ と に よ り 、 伏 せ 込 み （ 設
置 ） 作 業 及 び 栽 培 作 業 の 簡 便 化 が 図 ら れ 、 育 成 状 況 の 把 握 及 び 管 理 を 容 易 に し 、 か つ 収 穫
作 業 を 簡 便 に す る こ と を 可 能 に し た 。 株 養 成 し た ア ス パ ラ ガ ス に 、 遮 光 さ れ た 状 態 で 、 一
定 の 温 度 と 水 分 を 与 え れ ば 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス が 萌 芽 す る こ と は 周 知 の 事 実 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し 、 ア ス パ ラ ガ ス の 株 を 前 述 し た 施 設 に 自 然 の ま ま 設 置 し た 場 合 、 萌 芽 の 方 向 性 が
定 ま ら ず 、 曲 が り が 多 く 、 頭 部 も 丸 み が 強 く な り 、 商 品 と し て の 形 状 が 悪 く 、 品 質 及 び 価
値 が 低 減 す る と い う 問 題 が 生 じ る 。 本 発 明 で は 、 こ の ア ス パ ラ ガ ス の 形 状 及 び 品 質 上 の 問
題 を 解 決 し 、 か つ ロ ー テ ー シ ョ ン 作 業 の 効 率 化 を 図 る た め に 、 コ ン テ ナ に 堀 り 上 げ た 株 を
入 れ る 方 法 を と り 、 株 か ら の 萌 芽 に 重 量 を 掛 け て 下 か ら 突 き 抜 け る 力 を 出 す こ と に よ り 、
曲 が り と 丸 み を と る こ と に 成 功 し 、 商 品 歩 留 り の 向 上 を 実 現 し た 。 ま た 、 株 か ら の 萌 芽 に
重 量 を 掛 け る た め に 、 キ ノ コ の 栽 培 施 設 か ら 廃 棄 物 と し て 処 理 さ れ る オ ガ ク ズ 、 コ ー ン コ
ブ 等 の 培 養 土 に 着 目 し 、 株 に の せ た と こ ろ 、 土 の よ う に 石 な ど の 異 物 が 含 ま れ る こ と に よ
る 予 想 外 の 萌 芽 障 害 と い う こ と も な く 、 作 業 効 率 も 向 上 す る と い う 効 果 を 確 認 す る こ と が
で き た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 糖 度 試 験 を し た と こ ろ 、 本 発 明 の 方 法 で 生 産 さ れ た ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 糖 度
は 、 従 来 の ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 旬 と い わ れ る ４ 月 に は ８ ～ １ ０ 度 、 国 産 で は 生 産 さ れ
て い な い ９ 月 で も ６ ～ ７ 度 で あ り 、 露 地 栽 培 に 比 べ て ２ ～ ３ 度 高 く 、 品 質 も 均 一 で あ る と
い う 結 果 を 得 た 。 な お 、 最 適 茹 で 時 間 を み て も 、 本 発 明 の 方 法 で 生 産 さ れ た ホ ワ イ ト ア ス
パ ラ ガ ス の 茹 で 時 間 は 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス よ り 長 く 、 露 地 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス よ り
短 い 時 間 で す み 、 露 地 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス と 比 べ て 、 品 質 的 に も 経 済 的 に も 高 い 評 価 が
得 ら れ た 。 特 に 、 露 地 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス で は 、 料 理 す る 際 に 、 外 皮 を 削 ぎ 落 と す が 、
本 発 明 に よ り 得 ら れ る ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス は 、 外 皮 が 軟 ら か い た め 、 そ の ま ま 料 理 の 食
材 と し て 扱 う こ と が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 外 皮 に 含 ま れ る 機 能 性 成 分 の サ ポ ニ ン を 外
皮 と 共 に そ の ま ま 摂 取 で き る が 、 こ の こ と は 、 栄 養 学 的 に も 重 要 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 温 度 管 理 及 び 湿 度 管 理 可 能 な 遮 光 さ れ た 施 設 に 、 ア ス パ ラ ガ ス の 株 を
所 定 の ロ ー テ ー シ ョ ン で 伏 せ 込 む こ と に よ り 、 年 間 を 通 じ て 露 地 物 と 比 べ て 、 糖 度 が 高 く
、 外 皮 が 軟 ら か く 、 高 品 質 の 生 食 用 の ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 安 定 し て 栽 培 す る こ と が 可
能 で あ る 。 ま た 、 従 来 、 労 働 集 約 的 農 業 で あ っ た ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 栽 培 が 、 年 間 計
画 を た て て 作 業 分 散 す る こ と が 可 能 と な り 、 栽 培 及 び 収 穫 作 業 の 簡 便 化 と 収 穫 時 の 重 労 働
の 軽 減 が 可 能 と な り 、 労 働 対 象 者 を 拡 大 す る こ と が で き る 。 更 に 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス
の 産 地 は 、 改 植 時 に 廃 株 を 提 供 す る こ と に よ り 、 連 作 障 害 の 解 消 に な り 、 よ り 品 質 の 高 い
グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 栽 培 に 寄 与 で き る と い う 副 次 的 な 効 果 も 得 ら れ る 。 な お 、 本 発 明
と 同 一 の 方 法 を 、 例 え ば 、 シ ョ ウ ガ 等 の 地 下 茎 や ウ ド 等 の 根 株 を 利 用 し て 実 施 す る こ と が
可 能 で あ り 、 本 発 明 は 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 他 に 、 ウ ド や そ の 他 の 軟 白 野 菜 類 の 栽 培
に も 同 様 に 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ り 、 １ ） 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 を 利 用 し
た 新 規 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 生 産 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 、 ２ ） 施 設 を 利 用 す る こ
と で 、 従 来 法 の よ う な 多 量 の 覆 土 を し な い で ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 栽 培 す る こ と が で き
る 、 ３ ） 露 地 物 と 比 べ て 、 糖 度 が 高 く 、 外 皮 が 軟 ら か く 、 そ の ま ま 生 食 可 能 で 、 栄 養 価 の
高 い 、 高 品 質 の 生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス が 得 ら れ る 、 ４ ） 周 年 、 均 一 、 か つ 高 品 質 の
ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 市 場 に 供 給 で き る 、 ５ ） コ ン テ ナ 栽 培 と す る こ と に よ り 、 連 作 障
害 の 問 題 が な い 、 ６ ） 上 記 株 を 所 定 の ロ ー テ ー シ ョ ン で 配 置 す る こ と に よ り 、 計 画 生 産 が
可 能 で あ る 、 ７ ） 従 来 法 に 比 べ て 栽 培 の 作 業 効 率 の 向 上 及 び 収 穫 時 の 重 労 働 を 軽 減 す る こ
と が で き る 、 ８ ） 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び 廃 株 を 有 効 利 用 で き る の
で 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 連 作 障 害 の 解 決 及 び そ の 再 利 用 を 促 進 で き る 、 ９ ） グ リ ー ン
ア ス パ ラ ガ ス の 生 産 と ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 生 産 を リ ン ク さ せ る こ と で 新 し い 農 産 物 の
生 産 及 び 出 荷 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と が で き る 、 と い う 格 別 の 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 以 下 の 実 施 例 に よ っ
て 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 廃 株 と し て は 、 長 野 県 内 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス 作
付 け 面 積 約 ２ ０ ０ ０ ｈ ａ の 廃 株 （ 約 １ ０ 年 で 改 植 し た も の ） を 利 用 し た 。 ま た 、 養 成 株 と
し て は 、 ４ 年 間 養 成 し た 株 （ １ 株 当 た り １ ｍ 2  弱 ） を 利 用 し た 。 上 記 養 成 株 及 び 廃 株 を 随
時 抜 根 し 、 コ ン テ ナ （ １ ｍ 2  弱 ） に の せ 、 そ の 下 部 に 目 土 を 入 れ て 、 こ れ を 横 坑 （ ト ン ネ
ル ） 施 設 （ 間 口 × 高 さ × 奥 行 き ＝ ６ ． ９ ｍ × ５ ． ０ ｍ × ７ ３ ０ ｍ ） 内 に 引 き 込 み 、 配 置 し
た 。 横 坑 （ ト ン ネ ル ） 施 設 は 、 年 間 を 通 し て 一 定 温 度 （ １ ６ ℃ 前 後 ） 、 湿 度 ９ ０ ％ 前 後 、
暗 闇 （ 遮 光 条 件 ） に 維 持 さ れ て い た 。 コ ン テ ナ に 収 容 し た 養 成 株 及 び 廃 株 の 表 面 に 覆 土 と
し て キ ノ コ 栽 培 に 使 用 し た 培 養 土 を 使 用 し 、 覆 土 を 少 な く し て 、 数 ｃ ｍ 程 度 で 施 し 、 養 成
株 及 び 廃 株 か ら の 萌 芽 に 重 量 を 掛 け た 。 こ の 状 態 で 栽 培 し て 、 ア ス パ ラ ガ ス の 萌 芽 状 況 を
調 べ た 。 そ の 結 果 を 図 １ に 示 す 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ア ス パ ラ ガ ス の 萌 芽 状 況 に 周 期
が あ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ こ で 、 随 時 株 の 抜 根 を 行 い 、 上 記 と 同 様 に 、 横 坑 （ ト ン ネ ル ） 内 に 引 き 込 み 、 複 数 の
株 （ Ａ ～ Ｄ グ ル ー プ の ４ 種 類 の 養 成 株 及 び 廃 株 ） を 所 定 の ロ ー テ ー シ ョ ン で 組 み 合 わ せ て
配 置 し 、 萌 芽 周 期 を 制 御 し て 栽 培 し た 。 そ の 結 果 を 図 ２ 、 及 び 図 ３ に 示 す 。 こ れ ら の 図 に
示 さ れ る よ う に 、 所 定 の 周 期 で 連 続 的 に ア ス パ ラ ガ ス を 萌 芽 さ せ る こ と が で き た 。 図 ２ 、
及 び 図 ３ は 、 上 記 随 時 の 株 の 抜 根 、 横 坑 （ ト ン ネ ル ） 内 配 置 、 萌 芽 周 期 の 栽 培 の コ ン ト ロ
ー ル に よ り 、 萌 芽 状 況 の 調 整 と 収 穫 ・ 出 荷 時 期 の 調 整 が で き る こ と を 示 す も の で あ る 。
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【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 実 施 例 １ の 方 法 と 同 様 に し て 、 上 記 養 成 株 及 び 廃 株 を 随 時 抜 根 し 、 コ ン テ ナ （ １ ｍ
2  弱 ） に 収 容 し 、 コ ン テ ナ の 下 部 に 目 土 を 入 れ 、 こ れ ら を 横 坑 （ 開 口 × 高 さ × 奥 行 き ＝ ６
． ９ ｍ × ５ ． ０ ｍ × ７ ３ ０ ｍ ） 施 設 内 に 持 ち 込 み 、 配 置 し た 。 横 坑 内 の 暗 闇 で 上 記 株 の 表
面 に 数 ｃ ｍ の 少 な い 覆 土 （ キ ノ コ 栽 培 し た 培 養 土 ） を 施 し 、 株 か ら の 萌 芽 に 重 量 を 掛 け 、
コ ン テ ナ で ２ ヶ 月 の 収 穫 に 基 づ く 所 定 の ロ ー テ ー シ ョ ン で 伏 せ 込 み 、 上 記 方 法 と 同 様 に し
て 、 所 定 の 周 期 で 連 続 的 に ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 萌 芽 さ せ た 。 そ れ に よ り 、 均 一 、 か つ
高 品 質 の ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 収 穫 ・ 出 荷 を 達 成 し た 。 得 ら れ た ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス
は 、 従 来 品 と 比 べ て 、 糖 度 が ２ ～ ３ 度 高 く 、 外 皮 が 軟 ら か く （ そ の ま ま 生 食 可 能 ） 、 生 食
用 と し て 好 適 な 特 性 を 有 す る こ と が 分 か っ た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ １ ） 材 料 及 び 方 法
　 材 料 の ア ス パ ラ ガ ス は ７ 年 株 を 用 い た 。 ２ カ 月 お き に 抜 根 し 、 本 発 明 の 方 法 に よ り 、 横
坑 に 伏 せ 込 み 、 覆 土 を し な い 生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 生 産 し た 。 伏 せ 込 み １ 週 間 後
に 、 萌 芽 し た ば か り の ５ ｃ ｍ 程 度 の 長 野 県 規 格 Ｌ 級 細 （ ２ ５ ｃ ｍ 長 の 若 茎 で １ ５ ～ ３ ０ ｇ
程 度 ） の ア ス パ ラ ガ ス に 、 １ ｃ ｍ ご と に マ ジ ッ ク で 線 を つ け て 、 １ 週 間 後 に そ れ ぞ れ の 長
さ を 計 測 し た 。 圃 場 で 栽 培 し て い る グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の ７ 年 株 を 対 照 と し た 。 上 記 試
験 を 若 茎 １ ２ 本 で 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ２ ） 結 果
　 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス は 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス に 比 べ て 伸 長 が 遅 く 、 年 間 を 通 じ て 一
定 の 伸 長 で あ っ た 。 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス は 地 表 面 か ら ２ ｃ ｍ 程 度 ま で は ほ と ん ど 伸 長 せ
ず 、 若 茎 頭 部 の 伸 長 率 が 大 き か っ た 。 一 方 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス は 全 般 に 伸 長 率 が 大 き
く 、 １ 週 間 で は ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の ３ ～ ８ 倍 程 度 の 伸 長 と な っ た 。 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ
ガ ス と 同 様 に 、 基 部 よ り 頭 部 の 伸 長 が 大 き か っ た が 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス で は 、 地 表 面
か ら １ ｃ ｍ の 部 分 の 伸 長 は 少 な か っ た も の の 、 ２ ｃ ｍ の 部 分 も 伸 長 し た 。
　 横 坑 が 温 度 １ ６ ℃ 湿 度 ９ ０ ％ 程 度 の 気 相 中 と い う 一 定 の 環 境 条 件 に あ る こ と に よ り 、 ホ
ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 伸 長 が 遅 い こ と 、 若 茎 の 基 部 （ 地 表 面 か ら ２ ｃ ｍ 程 度 ） は 伸 長 せ ず
、 頭 部 だ け が ゆ っ く り と 伸 長 す る こ と 、 そ れ に よ り 、 横 坑 で は 、 露 地 栽 培 の ホ ワ イ ト ア ス
パ ラ ガ ス に 比 べ て 、 年 間 を 通 じ て 類 似 し た 品 質 の 生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 生 産 で き
る こ と 、 が 示 さ れ た 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ １ ） 材 料 及 び 方 法

　 上 記 実 施 例 ３ と 同 様 に 本 発 明 の 方 法 に よ り 生 産 し た ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス に つ い て 、 ポ
リ フ ェ ノ ー ル 、 フ ラ ボ ノ ー ル 、 ル チ ン 、 ア ン ト シ ア ン 、 Ｂ ｒ ｉ ｘ 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 等 に つ
い て 分 析 し た 。 比 較 と し て 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス に つ い て も 分 析 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ ２ ） 結 果
　 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス は 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス に 比 べ て 糖 度 が 高 い （ Ｂ ｒ ｉ ｘ ： ５ ．
６ ～ ７ ． ４ ） こ と が 分 か っ た 。 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の ポ リ フ ェ ノ ー ル 、 フ ラ ボ ノ ー ル 、
ア ン ト シ ア ン の 含 有 量 は 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス に 比 べ て 低 く 、 ル チ ン は 含 ま れ て い な か
っ た が 、 本 発 明 の 方 法 に よ り 生 産 さ れ た ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス は 、 糖 度 が 高 く 、 ま た 、 サ
ポ ニ ン の プ ロ ト デ ィ オ シ ン が 高 濃 度 に 含 ま れ て い る 可 能 性 が あ り 、 同 時 期 の グ リ ー ン ア ス
パ ラ ガ ス と 区 別 さ れ る 成 分 上 の 特 徴 が あ る こ と が 分 か っ た 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
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（ １ ） 材 料 及 び 方 法
　 年 間 ２ ０ ０ ｈ ａ 程 度 の ア ス パ ラ ガ ス の 改 植 株 を 利 用 し て 、 露 地 長 期 ど り 栽 培 の ４ 年 株 及
び ７ 年 株 を 一 定 の 間 隔 で １ 年 間 抜 根 し 、 暗 所 に 伏 せ 込 ん で 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 収 量
を 検 討 し た 。
　 す な わ ち 、 そ れ ぞ れ ２ カ 月 お き に 抜 根 し 、 横 坑 に 伏 せ 込 み 、 覆 土 を し な い 生 食 用 ホ ワ イ
ト ア ス パ ラ ガ ス を 生 産 し た 。 ま た 、 ６ 月 抜 根 、 ８ 月 抜 根 に つ い て は 萌 芽 以 降 抜 根 ま で は グ
リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス と し て 露 地 長 期 ど り 栽 培 で 生 産 し た 。 更 に 、 対 照 と し て 、 立 茎 を せ ず
に 萌 芽 以 降 連 続 し て 収 穫 し た 区 （ 連 続 収 穫 区 ） 、 露 地 長 期 ど り 栽 培 の １ ０ 月 抜 根 区 及 び １
２ 月 抜 根 区 を 設 け た 。 調 査 は 収 量 （ 総 収 量 及 び 長 野 県 規 格 ２ ５ ｃ ｍ 長 の 調 整 収 量 ） 、 本 数
、 品 質 等 に つ い て 慣 行 に よ り 行 っ た 。 試 験 区 は １ 区 ３ 株 ３ 区 制 、 及 び １ 区 ５ ０ 株 １ 区 制 と
し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ２ ） 結 果
　 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 収 量 は 、 い ず れ も ４ 月 抜 根 が 最 も 多 く 、 抜 根 が 遅 く な る に つ れ
て 減 収 し た 。 一 方 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 収 量 は 、 抜 根 が 遅 く な る に つ れ て 増 収 し た 。
４ 年 株 の ４ 月 抜 根 及 び ８ 月 抜 根 の 収 量 を み る と 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス と グ リ ー ン ア ス パ
ラ ガ ス の 合 計 収 量 が 同 程 度 で あ り 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス を 収 穫 し た 分 だ け ホ ワ イ ト ア ス
パ ラ ガ ス の 収 量 が 少 な く な っ た と 思 わ れ る 。 ま た 、 ７ 年 株 の ８ 月 抜 根 区 の ホ ワ イ ト ア ス パ
ラ ガ ス と グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 合 計 収 量 は 、 連 続 収 穫 区 、 １ ０ 月 抜 根 区 、 １ ２ 月 抜 根 区
の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 収 量 と 同 程 度 で あ っ た 。 ４ 年 株 、 ７ 年 株 と も 立 茎 前 後 の ６ 月 抜
根 で は 収 量 が 少 な く 、 こ の 時 期 の 抜 根 は ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス 生 産 に と っ て も グ リ ー ン ア
ス パ ラ ガ ス 生 産 に と っ て も メ リ ッ ト が 少 な い と 考 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の Ｂ ｒ ｉ ｘ は ４ 月 抜 根 で 最 も 高 く 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス に 比 べ
て Ｂ ｒ ｉ ｘ は 年 間 を 通 じ て 高 か っ た 。 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス は 最 初 に 太 い （ １ 茎 重 が 重 い
） も の が 萌 芽 し 、 ２ 週 間 程 度 で １ 茎 重 は 半 分 程 度 に な り 、 そ の 後 漸 減 し た 。 若 茎 は ４ 月 抜
根 が 最 も 太 く 、 ６ 月 抜 根 、 ８ 月 抜 根 で は 最 初 の 萌 芽 で も １ 茎 重 で ４ 月 抜 根 の 半 分 程 度 の 重
さ 、 す な わ ち ４ 月 抜 根 の ２ 週 間 後 程 度 の 太 さ で あ っ た 。 以 上 か ら 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス
を 生 産 す る 場 合 、 特 に 改 植 株 を 利 用 す る 場 合 に は 、 転 流 が 終 了 し 、 貯 蔵 根 に 養 分 が 蓄 え ら
れ た 秋 か ら 春 に か け て 抜 根 す る か 、 そ の 時 期 に 抜 根 で き な け れ ば 翌 秋 回 し に す る の が 良 い
こ と が 分 か っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 周 年 安 定 生 産 方 法 に 係 る も の
で あ り 、 本 発 明 に よ り 、 露 地 栽 培 の グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び ／ 又 は 廃 株 を 利 用
し た 新 規 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス の 生 産 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。 施 設 を 利 用 す る こ と
で 、 従 来 法 の よ う な 多 量 の 覆 土 を し な い で ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 栽 培 す る こ と が で き る
。 露 地 物 と 比 べ て 、 糖 度 が 高 く 、 外 皮 が 軟 ら か く 、 そ の ま ま 生 食 可 能 で 、 栄 養 価 の 高 い 、
高 品 質 の 生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス が 得 ら れ る 。 周 年 、 均 一 、 か つ 高 品 質 の ホ ワ イ ト ア
ス パ ラ ガ ス を 市 場 に 供 給 で き る 。 コ ン テ ナ 栽 培 と す る こ と に よ り 、 連 作 障 害 の 問 題 が な い
。 上 記 株 を 所 定 の ロ ー テ ー シ ョ ン で 配 置 す る こ と に よ り 、 計 画 生 産 が 可 能 で あ る 。 従 来 法
に 比 べ て 栽 培 の 作 業 効 率 の 向 上 及 び 収 穫 時 の 重 労 働 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 露 地 栽 培 の
グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 養 成 株 及 び 廃 株 を 有 効 利 用 で き る の で 、 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の
連 作 障 害 の 解 決 及 び そ の 再 利 用 を 促 進 で き る 。 グ リ ー ン ア ス パ ラ ガ ス の 生 産 と ホ ワ イ ト ア
ス パ ラ ガ ス の 生 産 を リ ン ク さ せ る こ と で 新 し い 農 産 物 の 生 産 及 び 出 荷 シ ス テ ム を 構 築 す る
こ と が で き る 。 露 地 栽 培 の ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス に 比 べ て 、 年 間 を 通 じ て 類 似 し た 品 質 の
生 食 用 ホ ワ イ ト ア ス パ ラ ガ ス を 生 産 し 、 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 萌 芽 状 況 に 周 期 が あ る こ と を 示 す 実 験 結 果 で あ る 。
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【 図 ２ 】 複 数 の 株 を 組 み 合 わ せ て 一 定 の ロ ー テ ー シ ョ ン （ 時 間 間 隔 ） で 設 置 し た と き の 萌
芽 パ タ ー ン を 示 す 。
【 図 ３ 】 複 数 の 株 を 組 み 合 わ せ て 他 の 時 間 間 隔 で 設 置 し た と き の 萌 芽 パ タ ー ン を 示 す 。

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(11) JP 2004-201680 A 2004.7.22



フロントページの続き

(72)発明者  宮下　和久
            長野県埴科郡坂城町大字坂城１００５０番地　坂城町役場内
(72)発明者  岡崎　光雄
            長野県上田市中央４－７－３３

(12) JP 2004-201680 A 2004.7.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

